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1.  目 的 

騒音規制法第 18 条に基づき 、 市内の主要幹線道路を 対象と し て自動車騒音の状況の常時 

監視を 実施し 、 環境基準達成状況の把握を 行い、 環境省への報告資料を 作成する 。 ま た、    

今後の総合的な道路環境の各種施策への反映を 図る 資料と する 。  

 

2.  調査概要 

2. 1 調査項目 

調査項目は表 2. 1. 1 に示すと おり と し た。  

 

表 2. 1. 1 調査項目 

調査項目 詳細 

道路交通騒音（ 道路端と 背後地）  
等価騒音レ ベル（ Ｌ Aeq）、 騒音レ ベル最大値（ Ｌ Amax）、  

時間率騒音レ ベル（ Ｌ A5、 Ｌ A10、 Ｌ A50、 Ｌ A90、 Ｌ A95）  

交通条件 

交通量 上下２ 方向 ４ 車種分類 

走行速度 上下２ 方向 ４ 車種 

沿道条件 

道路構造等 
車線数、 車道幅員、 道路幅員、 構造、 遮音壁の有無、    

舗装種別 

建物用途等 
道路端から 50ｍ範囲の建物の用途、 住居数、 集合住宅の

各階住居数、 建物地上階数、 建物構造、 用途地域 

面的評価 環境基準の達成戸数（ 割合）  
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2. 2 調査路線 

調査路線は表 2. 2. 1 及び図 2. 2. 1 に示す路線と し た。  

 

表 2. 2. 1 調査路線 

No.  路線名 
調査区間 延長距離 

( km)  

調査単位 

区間番号 始点 終点 

1 境杉戸線 野田市･幸手市 境 下吉羽幸手線 2.0 40820 

2 松伏春日部関宿線 惣新田春日部線 境杉戸線 3.6 
41530 

(40820 準用) 

3 幸手停車場線 － さいたま幸手線 0.3 
64310 

(40820 準用) 

注） 調査単位区間番号は令和 3 年度道路交通セン サス データ よ り 。  

延長距離は面的評価シ ス テ ム 内の地図上における 調査距離を 示し ており 、 仕様書と 異な る 場合があ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 2. 1 調査位置図 

● ： 調査地点
→ ： 実測区間
→ ： 準用区間

2 松伏春日部関宿線

41530

1 境幸手線

40820

3 幸手停車場線

64310
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3.  騒音・ 交通条件調査 

3. 1 調査内容 

騒音及び交通条件の調査内容を 表 3. 1. 1 に示す。  

 

表 3. 1. 1 調査内容 

調査項目 詳細 

道路交通騒音 
道路端 1 日間［ 24 時間連続測定］  

背後地 1 日間［ 昼間 2 回、 夜間 2 回（ 各 10 分間）］  

交通条件 

交通量 
1 日間［ 昼間 2 回、 夜間 2 回（ 各 10 分間）］  

【 大型車Ⅰ、 大型車Ⅱ、 小型車、 二輪車】  

走行速度 
1 日間［ 昼間 2 回、 夜間 2 回（ 各 10 台）］  

【 大型車、 小型車】  

 

3. 2 調査日時 

令和 7 年 10 月 21 日（ 火） 8: 00  ～  22 日（ 水） 8: 00 

 

3. 3 調査地点 

調査地点は表 3. 3. 1 及び図 3. 3. 1 に示すと おり と し た。  

 

表 3. 3. 1 調査地点 

No.  路線名 
調査単位 

区間番号 
地点住所 

1 境杉戸線 40820 幸手市大字惣新田 4163 付近 
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図 3. 3. 1 調査位置詳細図 

●： 騒音調査位置（ 道路端）  

■： 騒音調査位置（ 背後地）  

No. 1： 境杉戸線 
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3. 4 調査方法 

3. 4. 1 騒音レ ベル 

騒音の測定方法は、「 騒音に係る 環境基準の評価マニュ アル（ 平成 27 年 10 月 環境省）」

及び「 環境騒音の表示・ 測定方法（ JI S Z 8731）」 に準じ て実施し た。 ま た、 騒音計は計量

法第 71 条の条件に合格し た普通騒音計を 用いた。  

測定は 0. 1 秒間隔の連続測定と し 、測定値を メ モリ ーカード に記録し 、社内で 10 分間値

から 1 時間値を演算し た後、 昼間、 夜間ごと の時間区分平均値を 算出し た。 なお、 異常音

が含ま れた場合、 その 10 分間値を 測定後に除外し て、 測定結果を 算出し た。  

測定器の時間重み特性及び周波数重み特性を 表 3. 4. 1 に、 測定使用機器を表 3. 4. 2 に、

測定機器接続図を図 3. 4. 1 に示す。  

 

表 3. 4. 1 測定器の時間重み特性及び周波数重み特性 

測定項目 設定条件 

時間重み特性 Ｆ  

周波数重み特性 Ａ  

 

表 3. 4. 2  測定使用機器 

使用機器 形式及びメ ーカ ー 

普通騒音計 
NL-43 型 

（ リ オ ン 製）  

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 4. 1 測定機器接続図 

普通騒音計 延長ｹー ﾌﾞ ﾙ 

GL 

1. 2m 

防風ｽｸﾘ ﾝー＋ﾏｲｸﾛﾎﾝ 
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3. 4. 2 交通量 

交通量の観測時間は 10 分間と し 、 カウ ンタ ーによ る 人手観測によ り 車種別（ 大型車Ⅰ・

大型車Ⅱ・ 小型車・ 二輪車）、 方向別に観測を 行っ た。 交通量観測を 行っ た車種分類を 表 

3. 4. 3 に示す。  

 

表 3. 4. 3 車種別交通量の車種区分 

 区  分 ナン バープレ ート  その他の特徴 代表的な車種 

大

型

車

Ⅰ 

普通貨物自動車 

・ 1、 10～19 ま で及び 100～199

ま で（ 大型番号標）  

例： 熊谷 12 あ 1234 

・ 車両総重量 8 ﾄﾝ以上 

・ 最大積載量 5 ﾄﾝ以上 

・ ｷｬﾌﾞ ｵー ﾊ゙ ﾄﾗｯｸ 

・ ﾀﾞ ﾝﾌﾟ  

・ ﾄﾗｸﾀ 

特殊用途自動車 

・ 8、 80～89 ま で及び 800～899

ま で（ 大型番号標）  

例： 熊谷 88 た 5678 

・ ｺﾝｸﾘ ﾄーﾐｷｻー 車 

・ ﾀﾝｸ車 

乗合自動車 

・ 2、 20～29 ま で及び 200～299

ま で（ 大型番号標）  

例： 熊谷 22 あ 9012 

・ 観光ﾊ゙ ｽ 

・ 路線ﾊ゙ ｽ 

大

型

車

Ⅱ 

普通貨物自動車 

・ 1、 10～19 ま で及び 100～199

ま で（ 中型番号標）  

例： 熊谷 11 あ 1234 

・ 車両総重量 8 ﾄﾝ未満 

・ 最大積載量 5 ﾄﾝ未満 

・ ｷｬﾌﾞ ｵー ﾊ゙ ﾄﾗｯｸ 

・ ﾊ゙ ﾝ型ﾄﾗｯｸ 

特殊用途自動車 

・ 8、 80～89 ま で及び 800～899

ま で（ 中型番号標）  

例： 熊谷 88 さ 5678 

・ 冷蔵冷凍車 

・ 塵芥車 

乗合自動車 

・ 2、 20～29 ま で及び 200～299

ま で（ 中型番号標）  

例： 熊谷 22 す 9012 

・ 乗車定員 11 人以上 

29 人以下 

・ ﾚﾝﾀｶ  ー

・ ﾏｲｸﾛﾊ゙ ｽ 

小

型

車 

大型車Ⅰ及び大型車Ⅱ、 二輪車を 除く 自動車 

二

輪

車 

二輪自動車、 原動機付自転車 

注) 大型車Ⅱの特殊用途自動車には、 改造前の自動車( 乗用車、 小型貨物車) と 同様の大き さ のも のは含めず、  
小型車にカ ウ ン ト し た。 ( 例： パト カ ー等)  

 

 

3. 4. 3 走行速度 

走行速度の観測方法は、 観測区間を 通過する 車両を ス ピ ード ガンにて計測し た。  
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3. 5 調査結果 

3. 5. 1 騒 音 

①  道路端 

騒音の測定結果総括表を 表 3. 5. 1、 騒音測定結果一覧表及び騒音時間変化グ ラ フ を 表 

3. 5. 4 及び図 3. 5. 1 に示す。  

環境基本法第 16 条に基づく「 騒音の環境基準について」（ 平成 10 年環告 64） を表 3. 5. 2

に示し 、 騒音規制法第 17 条に基づく 「 自動車騒音の限度を 定める 総理府令（ 要請限度）」

（ 総理府令第 15 号） を 表 3. 5. 3 に示す。 なお、 今回の測定は 24 時間測定である ため、    

要請限度と 測定値の比較は参考と する 。  

各調査地点の概要を 以下に示す。  

 

No. 1： 境杉戸線 

Ｌ Aeq の時間区分平均値を みる と 、 昼間 70dB、 夜間 67dB で、 夜間の環境基準を 超過し

ていた。 要請限度については昼間、 夜間と も に基準値を 満足し ていた。  

 

 

表 3. 5. 1 騒音測定結果総括表 
単位: dB         

No.  路線名 
時間 

区分 

調査結果 

（ Ｌ Aeq）  

環境基準 

と の比較 

要請限度 

と の比較 

1 境杉戸線 
昼間 ７ ０  ○ 70 ○ 75 

夜間 ６ ７  × 65 ○ 70 

注 )  1. 環境基準、 要請限度は「 幹線交通を 担う 道路に近接する 空間の特例値」 を 適用。  

2. 表 中 の 記 号 は 以 下 の と お り 。  

○ ： 基 準 を 満 足  ×： 基 準 を 超 過  
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表 3. 5. 2( 1)  騒音の環境基準 

［ 一般地域］  

時間の区分 

 

地域の区分 

昼 間 

( 6 時～22 時)  

夜 間 

( 22 時～6 時)  

Ａ  

地 

域 

第 1 種低層住居専用地域 

第 2 種低層住居専用地域 

田園住居地域 

第 1 種中高層住居専用地域 

第 2 種中高層住居専用地域 ５ ５ dB 以下 ４ ５ dB 以下 

Ｂ  

地 

域 

第 1 種住居地域 

第 2 種住居地域 

準住居地域 

用途地域の 定め の な い 地域 

Ｃ  

地 

域 

近隣商業地域 

商業地域 

準工業地域 

工業地域 

６ ０ dB 以下 ５ ０ dB 以下 

注 ) 工 業 専 用 地 域 に つ い て は 適 用 さ れ な い 。  

 

表 3. 5. 2( 2)  騒音の環境基準 

［ 道路に面する 地域］  

地域の区分 
基 準 値 

昼  間  

( 6 時 ～ 22 時 )  

夜  間  

( 22 時 ～6 時 )  

Ａ 地域のう ち ２ 車線以上の車線を  

有する 道路に 面する 地域 
６ ０ dB 以下 ５ ５ dB 以下 

Ｂ 地域のう ち ２ 車線以上の車線を  

有する 道路に面する 地域及び 

Ｃ 地域のう ち 車線を 有する 道路に  

面する 地域 

６ ５ dB 以下 ６ ０ dB 以下 

( 備 考 ) 車 線 と は 、 １ 縦 列 の 自 動 車 が 安 全 か つ 円 滑 に 走 行 す る た め に 必 要 な 一 定  

の 幅 員 を 有 す る 帯 状 の 車 道 部 分 を い う 。  

 

表 3. 5. 2( 3)  騒音の環境基準 

［ 幹線交通を 担う 道路に近接する 空間の特例値］  

区  分 昼 間 夜 間 

屋  外 ７ ０ dB 以下 ６ ５ dB 以下 

窓を 閉め た 屋内 ４ ５ dB 以下 ４ ０ dB 以下 

注 ） 1. 幹 線 交 通 を 担 う 道 路と は 、 道 路 法 第 3 条 に 規 定 す る 高 速 自 動 車 国 道 、 一 般 国 道 、 県 道 、 4 車 線

以 上 の 市 町 村 道 、 及 び 一 般 自 動 車 道 で あ っ て 都 市 計 画 法 施 行 規 則 第 7 条 第 1 項第 1 号 に 定 め

る 自 動 車 専 用 道 路 を い う 。  

2. 近 接 す る 空 間 と は ､道 路端 か ら の 距 離 が 2 車 線 以 下で は 15m､3 車 線 以 上 で は 20mの 区 間 を い う 。 

3. 窓 を 閉 め た 屋 内 の 基 準 を 適 用 す る こ と が で き る の は 、 個 別 の 住 居 等 に お い て 騒 音 の 影 響 を 受

け や す い 面 の 窓 を 主 と し て 閉 め た 生 活 が 営 ま れ て い る と 認 め ら れ る と き で あ る 。  



 

 9

 

表 3. 5. 3 騒音規制法に基づく 自動車騒音の要請限度（ Ｌ Ａ ｅ ｑ ）  

地 域 の 区 分 

基 準 値 

昼 間 
( 6 時～22 時)  

夜 間 
( 22 時～6 時)  

ａ 区域及びｂ 区域のう ち１ 車線を 有する 道路に面する 区域 ６ ５ dB ５ ５ dB 

ａ 区域のう ち二車線以上の車線を 有する 道路に面する 区域 ７ ０ dB ６ ５ dB 

ｂ 区域のう ち二車線以上の車線を 有する 道路に面する 区域 

及びｃ 区域のう ち車線を 有する 道路に面する 区域 
７ ５ dB ７ ０ dB 

幹線交通を 担う 道路に近接する 空間（ 特例値）  ７ ５ dB ７ ０ dB 

備考 ） 1. ａ , ｂ , ｃ 区 域と は 、 そ れ ぞ れ の 次の 各号 に 掲げ る 区 域と し て 都道府県 知事（ 市の 区 域内 の 地域に つ い て

は 、 市長） が 定め た 区域を い う 。  

 

区域の 類型                 該 当 地 域 

  ａ 区域  

第１ 種低層住居専用地域、 第２ 種低層住居専用地域、  

田園住居地域、  
第１ 種中高層住居専用地域、  

第２ 種中高層住居専用地域 

  ｂ 区域  第１ 種住居地域、 第２ 種住居地域、 準住居地域、  

用途地域の 定め の な い 地域 

  ｃ 区域  近隣商業地域、 商業地域、 準工業地域、 工業地域 

 
2. 車線と は 、 １ 縦列の 自動車（ 二輪車を 除く ） が 安全か つ円滑に 走行する た に 必要な 幅員を 有する 帯状の 車道

部分を い う 。  
   3. 幹線交通を 担う 道路と は 、 道路交通法第３ 条に 規定する 高速自動車道、 一般国道、 都道府県道及び市町村道

（ 市 町 村あ っ て は ４ 車 線以上の 区間）、 一般 自動車道 で あ っ て 都 市 計画 法施行 規則 第７ 条に 定 め る 自 動車専

用自動車道路を い う 。  
   4. 幹 線 交通 を 担 う 道路 に 近 接す る 空 間 と は ､ 道 路 端か ら の 距 離 が 2 車 線 以 下 で は 15m、 3 車線 以 上で は 20m       

の 区間を い う 。  
   5. 騒音の 測定は 、 当該道路の う ち 、 原則と し て 交差点を 除く 部分に 係る 自動車騒音を 対象と し 、 連続する ７ 日

間の う ち 、 当該自動車を 代表する と 認め ら れ る ３ 日間に つい て 行う も の と し 、 騒音の 大き さ は 、 測定し た 値

を 時間の 区分ご と に ３ 日間の 原則と し て 全時間を 通じ て エ ネ ルギ ー平均し た 値と する 。  
   6. 「 第１ 種低層住居専用地域」、「 第２ 種低層住居専用地域」、「 第１ 種中高層住居専用地域」、「 第２ 種中高層住

居専用地域」、「 第１ 種住居地域」、「 第２ 種住居地域」、「 準住居地域」、「 近隣商業地域」、「 商業地域」、「 準工

業地域」、「 工業地域」 と は 都市計画法（ 昭和 43 年法律第 100 号） 第８ 条第１ 項第１ 号に 掲げ る 地域を 、「 用

途地域の 定め の な い 地域」 と は 、 同号に 掲げ る 用途地域と し て 定め ら れた 区域以外の 地域を い う 。  
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表 3. 5. 4 騒音測定結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 5. 1 騒音時間変化グラ フ  

No. 1( 境杉戸線) 単位: dB

平均値 環境基準 要請限度

Ｌ Aeq Ｌ A5 Ｌ A10 Ｌ A50 Ｌ A90 Ｌ A95 Ｌ Amax Ｌ Aeq Ｌ Aeq Ｌ Aeq

08: 00～09: 00 69. 4   75    73    66    58    56    84  

09: 00～10: 00 70. 7   77    75    67    56    54    85  

10: 00～11: 00 70. 7   77    75    67    56    54    84  

11: 00～12: 00 70. 5   76    74    66    54    52    87  

12: 00～13: 00 70. 3   76    75    66    54    52    86  

13: 00～14: 00 70. 5   77    75    67    54    52    88  

14: 00～15: 00 昼間 70. 2   76    74    66    54    52    84  70 70 75

10/21 15: 00～16: 00 70. 0   76    74    67    56    53    86  

16: 00～17: 00 69. 7   76    74    66    53    51    87  

17: 00～18: 00 68. 6   74    72    66    56    54    89  

18: 00～19: 00 68. 8   74    73    65    54    52    85  

19: 00～20: 00 68. 4   74    73    64    52    51    86  

20: 00～21: 00 68. 1   74    72    61    51    49    84  

21: 00～22: 00 65. 8   73    70    56    48    48    82  

22: 00～23: 00 66. 2   73    70    55    48    48    88  

23: 00～00: 00 65. 1   72    68    53    48    48    86  

00: 00～01: 00 65. 5   72    67    52    48    48    86  

01: 00～02: 00 夜間 64. 9   72    66    51    48    47    86  67 65 70

02: 00～03: 00 65. 9   72    68    52    49    49    90  

10/22 03: 00～04: 00 67. 3   75    70    54    50    50    85  

04: 00～05: 00 68. 4   76    73    57    51    50    86  

05: 00～06: 00 69. 9   77    74    62    52    51    87  

06: 00～07: 00 昼間 70. 6   76    75    67    53    51    86  70 70 75

07: 00～08: 00 69. 1   75    73    66    56    55    87  

  70    75    73    65    54    52    89  

  67    74    70    55    49    49    90  

注） 環境基準、 要請限度は「 幹線交通を 担う 道路に近接する 区域」 の特例値を 適用さ せた 。

： 要請限度（ Ｌ Aeq）

： 環境基準（ Ｌ Aeq）

昼間の時間帯（ 6: 00～22: 00）

夜間の時間帯（ 22: 00～6: 00）

騒音レ ベル 
時間帯測定日 時　 間

30

40

50

60

70

80

90

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7

騒
音

レ
ベ

ル
（

d
B）

時間帯

L A5

L Aeq

L A50

L A95
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②  背後地 

背後地における 騒音の調査結果を 表 3. 5. 5 に示す。  

 

表 3. 5. 5 背後地の騒音調査結果 

単位: dB 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 平均値はＬ Aeq がパワ ー平均値、 Ｌ ANは算術平均値、 Ｌ Amax は最大値と し た。  

 

 

3. 5. 2 交通量・ 走行速度 

交通量の観測結果を 表 3. 5. 6 に示す。 今回の調査結果は 1 回あたり 10 分間の観測結果

である ため、 時間区分ごと に 2 回ずつ観測し た値の平均値を 6 倍し 、 昼間は 16 時間、 夜間

は 8 時間分の換算値を 求めた。 各路線の断面合計の結果概要を 以下に示す。  

Ｌ Aeq Ｌ A5 Ｌ A10 Ｌ A50 Ｌ A90 Ｌ A95 Ｌ Amax

昼間1 11: 30～11: 40 51. 7 57. 1 55. 1 49. 2 44. 2 43. 3 63. 2

昼間2 15: 30～15: 40 52. 1 57. 4 55. 8 49. 8 45. 3 44. 4 62. 2

52 57 55 50 45 44 63

夜間1 23: 30～23: 40 49. 2 54. 0 51. 4 46. 9 45. 4 45. 1 62. 3

夜間2 03: 00～03: 10 50. 4 55. 3 51. 7 47. 5 45. 6 45. 3 66. 2

50 55 52 47 46 45 64

境杉戸線No. 1
平均値（ 昼間）

平均値（ 夜間）

10/21

～

10/22

騒音レ ベル［ 10分間値］地点

番号
時間帯

対象

道路
測定期間測定日



 

 

1
2

表 3. 5. 6 交通量観測結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.1 : 境杉戸線 測定日:令和7年10月21日(火)～22日(水)

測定時間

11:30～11:40 13 18 46 1 78 40.3 43 5 14 52 0 71 26.8 42 18 32 98 1 149 33.8 43

15:30～15:40 4 8 43 0 55 21.8 44 4 9 61 0 74 17.6 41 8 17 104 0 129 19.4 43

平均 9 13 45 1 68 32.8 44 5 12 57 0 74 23.0 42 13 25 101 1 140 27.3 43

昼16時間換算値 864 1,248 4,320 96 6,528 32.8 44 480 1,152 5,472 0 7,104 23.0 42 1,248 2,400 9,696 96 13,440 27.3 43

23:30～23:40 0 1 10 0 11 9.1 53 2 2 10 0 14 28.6 49 2 3 20 0 25 20.0 51

03:00～03:10 2 0 5 0 7 28.6 55 7 2 5 0 14 64.3 49 9 2 10 0 21 52.4 52

平均 1 1 8 0 10 20.0 54 5 2 8 0 15 46.7 49 6 3 15 0 24 37.5 52

夜8時間換算値 48 48 384 0 480 20.0 54 240 96 384 0 720 46.7 49 288 144 720 0 1,152 37.5 52

912 1,296 4,704 96 7,008 31.9 49 720 1,248 5,856 0 7,824 25.2 45 1,536 2,544 10,416 96 14,592 28.1 47

注）1.単位は（台／10分）、大型車混入率は（％）、走行速度は（km/h）。

　　2.昼間は6:00～22:00、夜間は22:00～6:00

    3.平均は10分値を昼間・夜間の時間区分ごとに平均した値。小数点以下の値を四捨五入しているため、上り、下りの平均値の合計と断面合計の値が違うことがある。

　　4.昼16時間換算値は［10分値の平均×6×16時間」で算出した値。夜8時間換算値は［10分値の平均×6×8時間」で算出した値。

　　5.24時間換算値は昼16時間換算値と夜8時間換算値の合計値。

大型Ⅰ 大型Ⅱ 小型車 二輪車

夜間

大型Ⅱ

断 面 合 計

小型車小型車 二輪車

上　　り

大型Ⅱ 小 計
大型車
混入率

走行
速度

小 計
走行
速度

大型車
混入率

大型Ⅰ
大型車
混入率

大型Ⅰ

24時間換算値

時間

区分

昼間

下　　り

二輪車 小 計
走行
速度
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4.  面的評価 

4. 1 調査内容 

調査内容は「 自動車騒音常時監視マニュ アル（ 平成 27 年 10 月 環境省）」 及び「 騒音規制

法第 18 条の規定に基づく 自動車騒音の状況の常時監視に係る 法定受託事務の処理基準に 

ついて（ 平成 23 年 9 月 14 日付 環水大自発第 110914001 号）」 に準拠し 、 表 4. 1. 1 に示す

内容と し た。  

 

表 4. 1. 1 調査内容 

調査項目 詳細 

面的評価 

沿道条件 

道路構造等 
車線数、 車道幅員、 道路幅員、 構造、 遮音壁の

有無、 舗装種別 

建物用途等 

道路端から 50ｍ 範囲の建物の用途、 住居数、   

集合住宅の各階の住居数、 建物地上階数、 用途

地域 

面的評価 
・ 建物ご と の距離帯別騒音レ ベルの推計 

・ 環境基準超過住居戸数及び割合の算出 

 

4. 2 評価区間 

評価区間は表 2. 2. 1 に示すと おり と し た。  

 

4. 3 評価方法 

4. 3. 1 使用ツ ール等 

面的評価を 行う にあたり 使用し たツ ール等を 表 4. 3. 1 に示す。  

 

表 4. 3. 1 面的評価使用ツ ール 

項 目 名称等 

本シス テム  「 面的評価支援シス テム Ver . 5. 2. 2」（ 環境省）  

Ｇ Ｉ Ｓ ソ フ ト  「 Act i veMap f or . NET」（ 株式会社カーネル）  

デジタ ル地図情報 
Ｚ mapTownⅡ 幸手市（ ゼン リ ン ）  
数値地図 25000［ 空間データ 基盤］（ 国土地理院）  

交通量情報等 令和 3 年度道路交通セン サス データ （ 国土交通省）  
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4. 3. 2 作業フ ロ ー 

面的評価の手順を図 4. 3. 1( 1) ～( 2) に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 面的評価支援シ ス テ ム 操作マニュ ア ル（ 本編）  環境省水･大気環境局 モビ リ テ ィ 環境対策課 

図 4. 3. 1（ 1）  面的評価の業務フ ロ ー 
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出典） 面的評価支援シ ス テ ム 操作マニュ ア ル（ 本編）  環境省水･大気環境局 モビ リ テ ィ 環境対策課 

図 4. 3. 1( 2)  面的評価の業務フ ロ ー 
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4. 4 設定条件 

面的評価シス テムへの条件入力は面的評価支援シス テム 操作マニュ アルに従い実施し た。  

 

4. 4. 1 道路設定 

①  道路平面線形要素 

評価対象道路の起点から 終点に向かっ て線形を 引き オブジェ ク ト を作成し たのち、 情報

入力し た。  

 

②  道路交通セン サス 区間 

評価対象道路を 道路交通セン サス 区間に区切っ てオブジェ ク ト を 作成し 、 令和 3 年度 

道路交通セン サス データ を イ ン ポート し 、 線形オブジェ ク ト に交通セン サス データ を 関連

づけた。  

 

4. 4. 2 沿道設定 

①  市区町村エリ ア 

市エリ アを オブジェ ク ト と し て作成し た。  

 

②  都市計画用途地域 

都市計画図よ り 、 用途地域別のオブジェ ク ト を 作成し た。  

 

③  環境基準類型指定地域 

環境基準の 地域区分（ 表 3. 5. 2 参照） の と おり 、 用途地域別に地域オ ブジ ェ ク ト

を 作成し た 。  

 

④  評価区間 

評価マニュ アルに従い、 評価対象道路を 騒音の影響が概ね一定と みなせる 区間に設定 

し た。  

 

⑤  道路端 

住宅地図によ る 道路端（ 道路敷地境界） を オブジェ ク ト と し て設定し た。  

 

⑥  道路に面する 地域 

評価区間ごと に道路に面する 地域オブジェ ク ト を 作成し た。 道路に面する 地域は道路端

から 50ｍの範囲で作成さ れる 。  

 

⑦  距離帯 

距離帯オブジェ ク ト を 10mピ ッ チで作成し た。  

 

⑧  近接空間 

近接する 空間を 評価対象道路の車線数によ り 設定し た。  
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⑨  建物 

道路に面する 地域内の建物をオブジェ ク ト と し て設定し た。 基本的には電子地図の建物

を 自動取得し たが、 沿道条件調査によ り 住宅地図に建物情報がない場合や新たに建設さ れ

た場合は手動でオブジェ ク ト を 削除、 追加し た。 建物オブジェ ク ト を 作成し たのち、 建物

に情報（ 建物用途、 建物構造（ コ ンク リ ート 又はその他） 等） を 入力し た。  

 

 

4. 5 騒音推計 

4. 5. 1 基準点騒音レ ベルの確定 

住居ご と の暴露騒音レ ベルを 計算する にあ たり 、 評価区間上下ご と に設定し た基準点 

騒音レ ベルの推計及び確定を実施し た。 騒音推計に使用し た基準点騒音レ ベルの確定値を

表 4. 5. 1 に示す。  

 

表 4. 5. 1 基準点騒音レ ベルの確定 

単位: dB 

 

 

 

 

 

 

 

4. 5. 2 残留騒音レ ベルの確定 

住居ごと の暴露騒音レ ベルを計算する にあたり 、 評価区間ごと に残留騒音レ ベルを 設定

し た。 残留騒音レ ベルは背後地の騒音調査結果の時間ご と に算出し た 90％レ ン ジ下端値

（ Ｌ A95） と し た。  

昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜

1 境杉戸線 40820-1
40820-1下

準用

40820-1下

準用 70 67 68. 0 63. 5 68. 4 63. 8 1. 6 3. 2 1. 6 3. 2 69. 6 66. 7 70. 0 67. 0

2 松伏春日部関宿線 41530-1
40820-1下

準用

40820-1下

準用

40820-1下

準用

40820-1下

準用 67. 4 61. 9 66. 4 60. 9 1. 6 3. 2 1. 6 3. 2 69. 0 65. 1 68. 0 64. 1

3 幸手停車場線 64310-1
40820-1下

準用

40820-1下

準用

40820-1下

準用

40820-1下

準用 62. 7 58. 0 62. 7 58. 0 1. 6 3. 2 1. 6 3. 2 64. 3 61. 2 64. 3 61. 2

番号
評価区間

番号
路線名

実測値

上 下 下

確定値

（ 推計値＋補正値）

上

ASJモデル（ センサス ）

基準点レ ベル推計値

上 下

補正値

（ 実測値－ASJ推計値）

下 上
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4. 6 評価結果（ 今年度）  

今年度の面的評価結果を 表 4. 6. 1 及び図 4. 6. 1 に示す。  

今年度の評価対象路線全体の住居等戸数は 269 戸であり 、 そのう ち、 昼夜と も 環境基準  

以下戸数は 269 戸（ 環境基準達成率 100％） であっ た。  

評価対象路線の評価結果の概要は以下のと おり である 。  

 

［ No. 1： 境杉戸線（ 40820）］  

今年度の評価対象路線全体の住居等戸数は 35 戸であり 、そのう ち、昼夜と も 環境基準以下

戸数は 35 戸（ 環境基準達成率 100％） であっ た。  

 

［ No. 2： 松伏春日部関宿線（ 41530）］  

今年度の評価対象路線全体の住居等戸数は 73 戸であり 、そのう ち、昼夜と も 環境基準以下

戸数は 73 戸（ 環境基準達成率 100％） であっ た。  

 

［ No. 3： 幸手停車場線（ 64310）］  

今年度の評価対象路線全体の住居等戸数は 161 戸であり 、 そのう ち、 昼夜と も 環境基準以

下戸数は 161 戸（ 環境基準達成率 100％） であっ た。  
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表 4. 6. 1 面的評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
注） ○： 環境基準を 満足 ×： 環境基準を 超過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 6. 1 面的評価結果 

昼○ 昼○ 昼× 昼× 昼○ 昼○ 昼× 昼×

夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜×

1 境杉戸線 40820 35 35 0 0 0 100. 0 100. 0 0. 0 0. 0 0. 0

2 松伏春日部関宿線 41530 73 73 0 0 0 100. 0 100. 0 0. 0 0. 0 0. 0

3 幸手停車場線 64310 161 161 0 0 0 100. 0 100. 0 0. 0 0. 0 0. 0

269 269 0 0 0 100. 0 100. 0 0. 0 0. 0 0. 0全体合計

No. 路線名
調査単位
区間番号

評価結果（ 戸） 評価結果（ ％）

住居

戸数

合計

住居

戸数

合計

全体

昼○ 昼○ 昼× 昼× 昼○ 昼 ○ 昼× 昼× 昼○ 昼○ 昼× 昼× 昼○ 昼○ 昼× 昼×

夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜 × 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜×

1 境杉戸線 40820 35 35 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 0 0 0 100. 0

2 松伏春日部関宿線 41530 73 73 0 0 0 48 48 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 0 0 100. 0

3 幸手停車場線 64310 161 161 0 0 0 41 41 0 0 0 0 0 0 0 0 120 120 0 0 0 100. 0

269 269 0 0 0 104 104 0 0 0 0 0 0 0 0 165 165 0 0 0 100. 0全体合計

調査単位
区間番号

近接空間

No. 路線名

全体

住居

戸数

合計

住居

戸数

合計

環境基準

達成率

( %)

非近接空間（ Ａ 類型）

住居

戸数

合計

住居

戸数

合計

非近接空間（ Ｂ ・ Ｃ 類型）

100.0 %

1 境杉戸線 40820

昼夜とも達成

昼のみ達成

夜のみ達成

昼夜とも未達成

対象戸数：35戸

100.0 %

2 松伏春日部関宿線 41530

昼夜とも達成

昼のみ達成

夜のみ達成

昼夜とも未達成

対象戸数：73戸

100.0 %

3 幸手停車場線 64310

昼夜とも達成

昼のみ達成

夜のみ達成

昼夜とも未達成

対象戸数：161戸



 

 20

4. 7 評価結果（ 過年度を 含む）  

道路種別の面的評価結果を 表 4. 7. 1 及び図 4. 7. 1 に示す。  

過年度を 含む市内全体の対象戸数は 2, 953 戸であり 、 そのう ち、 昼夜と も 環境基準以下戸

数は 2, 926 戸（ 環境基準達成率 99. 1％）、 昼のみ環境基準以下が 4 戸（ 0. 1％）、 夜のみ環境

基準以下が 4 戸（ 0. 1％）、 昼夜と も 環境基準超過が 19 戸（ 0. 6％） であっ た。  

 

表 4. 7. 1  道路種別の面的評価結果（ 過年度結果を 含む）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 7. 1  道路種別の面的評価結果（ 過年度結果を 含む）  

昼○ 昼○ 昼× 昼× 昼○ 昼○ 昼× 昼× 昼○ 昼○ 昼× 昼×

夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜×

高速自動車国道

都市高速道路

一般国道 12. 4 10  814 798 4 2 10 252 251 1 0 0 562 547 3 2 10

都道府県道 17. 2 13  2, 139 2, 128 0 2 9 843 843 0 0 0 1, 296 1, 285 0 2 9

4車線以上の市町村道

その他の道路

住居等戸数 合計 29. 6  23  2, 953 2, 926 4 4 19 1, 095 1, 094 1 0 0 1, 858 1, 832 3 4 19

昼○ 昼○ 昼× 昼× 昼○ 昼○ 昼× 昼× 昼○ 昼○ 昼× 昼×

夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜× 夜○ 夜×

高速自動車国道

都市高速道路

一般国道 12. 4 10  98. 0 0. 5 0. 2 1. 2 99. 6 0. 4 0. 0 0. 0 97. 3 0. 5 0. 4 1. 8

都道府県道 17. 2 13  99. 5 0. 0 0. 1 0. 4 100. 0 0. 0 0. 0 0. 0 99. 2 0. 0 0. 2 0. 7

4車線以上の市町村道

その他の道路

評価対象全体 割合 29. 6  23  100 99. 1 0. 1 0. 1 0. 6 100 99. 9 0. 1 0. 0 0. 0 100 98. 6 0. 2 0. 2 1. 0

評価

区間

数

評価

区間
数

非近接空間（ 戸）

住居

戸数

合計

非近接空間（ ％）

全体（ 戸）

割合

合計

割合

合計

道路種別

近接空間（ ％）

道路種別

全体（ ％）

割合

合計

距離

（ km）

距離

（ km）

住居

戸数

合計

近接空間（ 戸）

住居

戸数

合計

99.1

98.0

99.5

0.1

0.5

0.1

0.2

0.1

0.6

1.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

評価対象全体

高速自動車国道

都市高速道路

一般国道

都道府県道

4車線以上の市町村道

その他の道路

昼夜とも達成 昼のみ達成 夜のみ達成 昼夜とも未達成
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5.  実施計画の見直し  

幸手市における 自動車騒音常時監視の 5 ヶ 年実施計画（ 令和 8 年度～令和 12 年度） を    

表 5. 1. 1 に示す。  

 

表 5. 1. 1  5 ヶ 年実施計画（ 令和 8 年度～令和 12 年度）  

 

 

[令和８年度]

起点 終点

5 一般国道468号（圏央道） 久喜市・幸手市 境 惣新田幸手線 2.2 24100

6 一般国道468号（圏央道） 惣新田幸手線 一般国道468号（圏央道） 3.6 24110

27 惣新田幸手線 一般国道468号（圏央道） 並塚幸手線 1.8 64060

7.6

[令和９年度]

起点 終点

3 一般国道４号 杉戸町・幸手市 境 幸手境線 3.7 10090

4 一般国道４号 幸手境線 幸手市・久喜市 境 2.9 10100

24 下吉羽幸手線 幸手市道 一般国道4号 3.4 63940

10.0

[令和１０年度]

起点 終点

13 さいたま幸手線 杉戸町・幸手市 境 幸手久喜線 2.2 42250

14 さいたま幸手線 幸手久喜線 一般国道4号 1.4 42260

17 幸手境線 一般国道4号 幸手境線 0.8 62500

4.4

[令和１１年度]

起点 終点

16 幸手久喜線 さいたま幸手線 幸手市・久喜市 境 1.0 60930

19 阿佐間幸手線 久喜市・幸手市 境 加須幸手線 0.4 63100

29 幸手停車場線 さいたま幸手線 一般国道4号 0.4 64320

1.8

[令和１２年度]

起点 終点

7 境杉戸線 境杉戸線 下吉羽幸手線 2.0 40820

11 松伏春日部関宿線 惣新田春日部線 境杉戸線 3.8 41530

28 幸手停車場線 － さいたま幸手線 0.3 64310

6.1

注１．実測区間は各年度1区間とする。なお実測、準用区間は市と協議の上で決定するものとする。

注２．上記対象路線の内容は、令和3年度道路交通センサスより参照した。

注３．道路交通センサスが更新された場合は、5ヶ年実施計画を見直すものとする。

2路線 3区間

一連

番号
路線名

区間 区間延長

(km)

調査単位

区間番号

(R3ｾﾝｻｽ)

2路線 3区間

一連

番号

区間延長
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調査単位

区間番号

(R3ｾﾝｻｽ)

調査単位

区間番号

(R3ｾﾝｻｽ)

3路線 3区間

一連

番号
路線名

区間

3区間

一連

番号
路線名

区間

路線名
区間

2路線 3区間

調査単位

区間番号
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番号
路線名
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(R3ｾﾝｻｽ)

3路線

区間延長
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区間延長

(km)


